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Attainment Evaluation and Report-Cards (W) 














































(2) 調査時期平成20年9 月 ~10月
結果と考察












総合評鏑 観点別 総合・観点 f正:観点 低:観点 低:1芹用 低-総合
1口』 言十
のみ 評舗のみ 別併用 主m5i二}_，L口』 :併用 主f!}{主〉トぷ口〉 :併用
昭和54年度
70校 20校 30校 17校 6校 10校 153校
(45.8%) (13.1 %) (19.6%) (11.1%) (3.9%) (6.5%) (100.0%) 
王子成元年度
17校 38校 46校 21校 21校 7校 150校
(11.3%) (25.3%) (30.7%) (14.0%) (14.0%) (4.7%) (100.0%) 
平成9年度
101校 33校 1341:交
(75.4%) (24.6%) (100.0%) 
平成14年度
86校 7校 93校
(92.5%) (7.5%) (100.0%) 
平成19年度
113校 7校 120校
(94.2%) (5.8%) (100.0%) 
(2)小学校における観点部評舗の実施パターン及び到議度評価の実施状流 (Table2参熊)
平成19年度において比較的実施校が多いパターンがC (1・ 2年共通、 3・4年共通、 5・6年共通)、
日(全学年学年ごと)、 N (1年 l 学期用、 1 年 2 ・ 3 学期共通、 2~6 年共通)、 z (全学年学期ごと)
の4パターンである点は、平成9年度や平成14年度と向様であり、大きな変化はないと蓄える。今回新た
に現れたパターンは、 D' (1・ 2年共通、 3・4年学年ごと、 5・6年共通)、 E' (1 . 2年学年ごと、
3~6 年共通)、耳'(1・ 2 年学年ごと、 3 ・ 4 1J三共通、 5 ・ 6 年学年ごと)、 N' (1年l学期用、 l 
2・3学期共通、 2年用、 3・4年共通、 5・6年共通)、 Q' (1年学期ごと、 2~4年学年ごと、 5 ・
6 1J三共通)の 5 パターンであったが、いずれも 1~2校であり、少数例であった。
観点別評価の全パターンのうち、学期ごとに観点が異なる到達度評価形式をいずれかの学年で取り入れ
ているのは、 K~Z の各パターンである。これに関して 3 つの年度を比較してみると、平成 9 年度は88校
(65.7%)、平成14年度は54校 (58.1%)、平成19年度は54校(44.6%)であり、実施率は年々減少している。
また、全学年で到達度評価形式の通知表を発行しているのはパターンZであるが、これに関しでも、 41校











































1 ・ 2 年共通、 3~6 年共通 l校
1・2年共通、 3・4年共通、 5・6年共通 18校
1・2年共通、 3・4年共通、 5・6年学年ごと
1・2年共通、 3・4年学年ごと、 5・6年共通
1~3 年学年ごと、 4~6 年共通 l校
1 " 2 年学年ごと、 3~6年共通
1 " 2年学年ごと、 3・4年共通、 5・6年共通 2校
1 ・ 2 年共通、 3~6年学年ごと
全学年学年ごと 16校
1・2年学年ごと、 3・4年共通、 5・6年学年ごと
l 年 l 学期なし、 l 年 2 ・ 3 学期共通、 2~6 年学年ごと 3校
l 年 1 学期なし、 1 年 2 学期~2 年共通、 3~6年学年ごと l校
1 年 I 学期用、 l 年 2 学期~2 年共通、 3~6年共通 l校
l 年 l 学期用、 i 年 2 学期~2 年共通、 3 ・ 4 学年共通、 5 ・ 6 年共通 2校
l年 1学期用、 l 年 2 学期~2 王手共通、 3~6 年学年ごと 1校
1 i!三 l 学期用、 l 年 2 ・ 3 学期共通、 2~6年学年ごと 21校
l年l学期用、 1王手2・3学期共通、 2年用、 3・4年共通、 5"6年共通
l年1" 2 学期学期ごと、 i 年 3学期~2年共通、 3 ・ 4 学年共通、 5 ・ 6 年共通 l校
l 年学期ごと、 2~6 年共通 2校
l年学期ごと、 2年用、 3・4年共通、 5・6年共通
1 年学期ごと、 2~4 年学年ごと、 5 ・ 6 年共通
I 年学期ごと、 2~6 年学年ごと 4校
l 年学期ごと、 2~5 年学年ごと、 6 年学期ごと l校
1 " 2年学期ごと、 3・4年共通、 5・6年共通 2校
1 ・ 2 年学期ごと、 3~6年学年ごと 9校
1~3 年学期ごと、 4~6 年共通 1校
1~3 年学期ごと、 4 年吊、 5 ・ 6 年共通 l校















































59f:交 24校 l校 84校
平成元年度
(70.2%) (28.6%) (1.2%) (100.0%) 
13校 63校 76校
平成9年度

















学期末のみ 2.3学期のみ 毎学期 不明
28校 7f:交 28校
(44.4%) (11.1 %) (44.4%) 
3校 39校
(7.1 %) (92.9%) 
3校 67校 3校

















要録観点 準要録観点 文観点 合計
21校 2校 40校 63校
平成9年度
(33.3%) (3.2%) (63.5%) (100.0%) 
12校 30校 42校
平成14年度
(28.6%) (71.4%) (100.0%) 
25校 48校 73校
平成19年度










5段階 その他の段階 明示無し 計
絶対評価
15校 15校
(20.5%) ( 20.5%) 
相対評価
3校 3校
(4.1 %) ( 4.1%) 
明示無し
26校 29校 55校
(35.6%) (39.7%) ( 75.3%) 
言十
44校 29校 73校
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